
 

松江市 報道提供資料 

 
令和 6 年 7 月 30 日 

件名 松江歴史館ミニ展示「青年　岸清一の姿」の開催 

 

内容 

松江の雑賀町で生まれ、大日本体育協会の会長として東京オリンピックの誘致に尽

力した岸清一。東京大学の学生であったころからスポーツ、特にボート競技にのめり

こんでいたことが伝記『岸清一伝』に記されています。 

今回のミニ展示では、明治 19 年（1886）に松江から上京し東京農林学校（東京大

学農学部の前身）に入学した学生柳多平之助が松江の父へ送った近況報告を紹介しま

す。この手紙は、当時の若者がどのような行程で上京したのか、岸清一が他の学生か

らどのように見られていたのかを知り得る貴重な資料です。当時の学生が見た若き日

の岸清一の姿を紹介します。 

 

会　期 令和６年７月３０日（火）～令和６年９月２９日（日）　　　開館時間：9:00～17:00　 

 休館日：毎週月曜日（祝祭日の場合は翌平日）、８月１３日（火）は開館 

場　所 松江歴史館　展示ホール・展示室前 

料 金　　無料 

 

【問い合わせ】 

　文化スポーツ部松江歴史館　担当：新庄 　　　電話：0852-55-5511　 



基本展示室最終コーナー ミニ企画展 展示シート 2016.4.22（金）～5.18（木） 

 

 

 

松江の雑
さい

賀
か

町
まち

で生まれ、大日本体育協会の会長として東京オリンピックの誘致に尽力した岸
きし

清一
せいいち

。

東京大学の学生であったころからスポーツ、特にボート競技にのめりこんでいたことが伝記『岸清一

伝』に記されています。 

今回のミニ展示では、明治 19年（1886）に松江から上京し東京農林学校（東京大学農学部の前身

）に入学した学生柳多
やなぎた

平
へい

之
の

助
すけ

が松江の父へ送った近況報告を紹介します。この手紙は、当時の若者が

どのような道すじで上京したのか、岸清一が他の学生からどのように見られていたのかを知り得る

貴重な資料です。当時の学生が見た若き日の岸清一の姿を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

松江歴史館 ミニ展示 展示シート 2024.7.30（火）～9.29（日）   

青年 岸清一の姿 

岸 清一（１８６７～１９３３） 

 岸清一は松江中学を首席で卒業し、明治 16年(1883)に上京して東京大学法科大学に入学する。学生時には勉学

のかたわら、帝国大学運動会の委員として組織体制の指導、選手として関わっていた。これらの経験や生涯の仕事

となった弁護士としての豊かな国際経験を買われて大日本体育協会の会長となる。岸は三度のオリンピックに役員

として参加し、近代日本のスポーツ発展に寄与した。 

 

帝国大学ボートレースで優勝した法科大学のクルー 

後列左端が岸清一 

明治 22年(1889)4月、『岸清一伝』より 

 

帝国大学卒業後、代言人(弁護士)事務所を開業する 

右は母親のゲン 

明治 22年(1889)7月頃、『岸清一伝』より 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15代松江大橋の開通式 

15代松江大橋は明治 24年(1891)4月 3日に開通式が行われ、その光景を撮影した写真である。大橋北詰(末次本町)から南を写し、15代

大橋の特徴である白いペンキで塗られたトラス構造の橋桁
はしげた

がよくわかる。 

橋桁には赤い提灯
ちょうちん

が吊るされ、橋中央付近には日章旗が掲げられており、多くの人影が写る。島根県尋常中学校教諭の西
にし

田
だ

千
せん

太
た

郎
ろう

は、

小
こ

泉
いずみ

八
や

雲
くも

とともにこの風景を見て、これまで見たことがない賑わいであったと記す。 

15代松江大橋開通式写真（鶏卵紙/ 個人蔵） 

明
治
十
九
年(

一
八
八
六)

八
月
十
六
日
、 

東
京
へ
の
到
着
を
知
ら
せ
る 

 

柳
多
平
之
助
は
東
京
農
林
学
校
入
学
の
た
め
、
汽
船
に
乗
り

松
江
を
立
つ
。
一
日
目
は
溝
口
で
宿
泊
、
二
日
目
は
美
甘
で
宿

泊
、
三
日
目
は
落
合
で
宿
泊
す
る
。
四
日
目
は
落
合
か
ら
船
に

乗
り
岡
山
港
ま
で
行
き
、
大
阪
行
き
の
汽
船
に
乗
る
。
五
日
目

の
朝
に
大
阪
に
到
着
し
兵
庫
ま
で
汽
車
で
行
き
そ
こ
で
宿
泊
。

六
日
目
の
朝
に
汽
船
に
乗
り
、
翌
七
日
目
の
朝
に
横
浜
に
到

着
、
汽
車
で
東
京
へ
行
き
滞
在
地
の
神
楽
坂
に
到
着
し
た
。 

岸
清
一
は
三
年
前
、
若
槻
禮
次
郎
は
二
年
前
に
上
京
し
て
い

る
。
同
様
の
行
程
で
上
京
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

柳
多
平
之
助
書
状
（
個
人
蔵
、
当
館
寄
託
） 

明
治
二
十
年(

一
八
八
七)

十
一
月
一
日
、 

下
宿
生
の
中
で
岸
清
一
が
一
番
秀
才 

 

 
帝
国
大
学
の
大
運
動
会
や
出
雲
大
懇
親
会
の
開
催
等
の
近

況
を
、
父
で
あ
る
三
谷
権
大
夫
に
知
ら
せ
た
書
状
で
あ
る
。
こ

の
中
で
柳
多
平
之
助
は
「
本
郷
ニ
下
宿
致
シ
居
候
書
生
中
、
岸

清
一
ガ
一
番
秀
才
」
と
述
べ
て
い
る
。 

柳
多
平
之
助
は
約
二
十
年
前
ま
で
松
江
藩
家
老
で
あ
っ
た

三
谷
家
に
生
ま
れ
、
同
じ
く
家
老
で
あ
っ
た
柳
多
家
の
養
子
と

な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
一
方
岸
清
一
は
松
江
藩
の
足
軽
の
子
で

あ
っ
た
。
江
戸
時
代
の
家
格
の
差
は
一
切
感
じ
ら
れ
ず
、
同
じ

学
生
と
し
て
岸
を
秀
才
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。 

柳
多
平
之
助
書
状
（
個
人
蔵
、
当
館
寄
託
） 

明
治
二
十
一
年(

一
八
八
八)

十
一
月
一
日
、 

大
運
動
会
で
三
等
と
な
っ
た
岸
清
一 

 

十
月
二
十
七
日
に
開
催
し
た
帝
国
大
学
の
運
動
会
に
つ
い

て
、
父
に
知
ら
せ
た
書
状
で
あ
る
。
こ
の
中
で
柳
多
平
之
助
は

「
岸
清
一
氏
ハ
三
等
ト
五
等
ト
ノ
賞
美
ヲ
取
リ
タ
リ
、
但
シ
岸

清
一
氏
ハ
松
江
雑
賀
町
ノ
有
名
ナ
ル
秀
才
ア
ル
大
学
生
ナ
リ
」

と
評
し
て
い
る
。
岸
清
一
の
学
生
時
代
に
つ
い
て
は
、
ボ
ー
ト

で
の
活
躍
は
『
岸
清
一
伝
』
等
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
手

紙
に
か
ら
大
運
動
会
で
上
位
入
賞
す
る
よ
う
な
運
動
に
も
秀

で
た
学
生
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
前
年
の
手
紙
で

も
岸
清
一
を
「
秀
才
」
と
評
し
て
お
り
、
文
武
両
道
の
学
生
だ

と
周
囲
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

柳
多
平
之
助
書
状
（
個
人
蔵
、
当
館
寄
託
） 


